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4Hp14　 Rhizeρus 　oryzae に よるキシ ロ ース か らの 乳酸 生産 に お け

　　　　　 る キシ ロ ース イソ メ ラーゼの 添加効 果
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【目的 】地 球温 暖化 などを背景 に、各種 バ イオマ ス 資源か らの バ イオ燃料 生 産 、
石 油代 替品 の 生産が 急務 とな っ て い る 。RhiZepu．s．oryzae は 、グ ル コ

ー
ス 及び ペ

ン トース で ある キ シ ロ ース か らの 乳酸生産能を有 して お り、セ ル ロ
ー

ス 系バ イ

オ マ ス の発 酵技術 開発 に 向け、本菌に よる キ シロ
ー

ス 及び麦稈か らの 乳酸生 産

に つ い て検討 を行 っ て きた n。本研 究で は キ シ ロ ース 発酵 の 更なる効率化 に向

け、原核 生 物の キ シ ロ
ース代 謝酵 素で あ る キ シ ロ ース イ ソ メ ラ ーゼ （XI酵素｝

に 着 目し、R．　oryzae との 組み 合わ せ 効果に つ い て 検討 を行 っ た 。
【方法及 び結果】Streptom

／
’ces 　murinus 由来の XI 酵 素 〔シ グ マ 社製 ） を用 い 5D％

キシ ロ
ー

ス 溶液を SO℃ 、24 時 間の 反応 を行い 、得 られ た反 応 液 を キ シ ロ ース 換

算で 2．5°！，と しフ ラ ス コ 中30 ℃ の 条件で R．or ）
’
zae 　NBRC 　5378 に よ る発 酵を 行 っ

た 。その 結果、XI 酵素処理 に よ り対照 と な る酵素処 理 な しの 場合 の 約 15 倍量

の 乳酸の 生成が確認で きた 。次に 、X 【酵素処理 と R．θryEae に よ る発 酵 を独 立 し

て 行 う二 段 階反応 と、それ ら を同時に 行 う並 行複発 酵 を フ ァ
ーメ ン タ ーを 用 い

比較検討 を行った 。その 結果、二 段階反 応 で 最 も乳酸 の 生 成 量 が 多 く、発 酵 開

始 54時 間後 に対照の 糸状菌 の み の 場 合の 約 1．2倍 とな る 6．5gtlの 乳 酸 を生成 し、
対照 に 比べ 最大量到達 に要す る時 問も短か った。一

方．並 行複 発 酵 の場 合に は

生成す る乳酸量が対照 よ りも少な く、酵素剤が R、o
ワ

z媚に よ る 発酵 に 何 らか の

阻害的 な影響 を及 ぼす こ とが示唆 され た。
り Saito　et　at．，J、　Biosci．　Bioeng．，114（2｝，166一且69〔2012）．

【目 的】乳 酸 は生 分 解 性 プ ラ スチ ッ クで あるポ リ乳酸の 原料 と して 期待 され て お

り、近 年で は食 糧 と競 合 し な い 非可 食バ イ オ マ ス を原料 と した 乳酸発酵技術の

開発 が 進 め られ て い る．演 者ら は、セ ル ロ
ー

ス 系 バ イオマ ス か らの D一乳酸の 発

酵生 産 に着 目 し た。酵 素糖 化 法 に よ る セ ル ロ
ー

ス の 糖化液 には、グル コ
ー

ス 以

外 に ヘ ミ セ ル ロ
ー

ス 由来の キ シ ロ
ー

ス な ど も含 まれ て い る 。演者 らの 研究 グ

ル
ープ で は 、ヘ ミセ ル ロ

ー
ス を構 成 す る キ シ ロ

ー
ス とア ラ ビノ

ー
ス を資化 し、

高純度 の D一乳酸 を生 成す る こ とが 可能 な組換 え乳 酸 菌 LactobaciUusptantarum を

開発 して い る ，こ れ まで の 研 究に よ り、組 換 え L．ptantarum を 用 い て グ ル コ
ー

ス ・キ シロ
ー

ス ・ア ラ ビ ノ
ー

ス を 含む 混合糖 か ら D一乳 酸 を生 成 で きる こ とを示

し たが、実 バ イオマ ス を基 質 と した場合 の 発酵 能力 に つ い て は報告 され て い な

い ．そこ で 、本研 究で はパ ル プ な どセ ル ロ
ー

ス 系バ イ オ マ スか らの 乳酸 製造技

術 の確 立を目指 し、ペ ン ト
ー

ス 資化能を 有する 乳酸 菌 L．plantarum に よる D 乳

酸 発酵 系の 開発を試み た。
【方法 ・結果】脱 リ グ ニ ン された 広葉樹パ ル プ を 各種 セ ル ラ

ー
ゼ で 酵素糖化 し、

組換 えL．ptantarum を植菌 して D一乳酸発酵 を実 施 した 。糖 化 液及 び発酵 液中の

乳 酸 と糖濃 度は高速液体 ク ロ マ トグラ フ ィ
ーに よ り定量 した。糖化 ・発酵 効率

を向 ヒさせ る ため に．パ ル プ を含有す る ス ラ リーへ L．ptantarumを植菌 して 37

℃ で並 行複発酵を行 っ た とこ ろ 、仕込み パ ル プ濃 度 且0％ の 発酵液か ら 72 時 間 で

8091L の D一乳 酸 を生成する こ とがで きた。
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【目的】バ イ オ リ フ ァ イナ リ ーは、再生可 能資源を原料 と して バ イオ プ ロ セ ス に

よ り エ ネ ルギ ー・化学原 料 を生産す る次世代の 基盤技術 と して 期待 され てい る。
本 研 究 で は、コ ーン コ ブ 〔ス イートコ ーン 穂軸）を用い る バ イオ リフ ァ イナ リー

搆築 の 環 と して、コ ーン コ ブ 中の ヘ ミセ ル ロ
ー

ス 成分を希硫酸加水 分解に よ

り有効利 用 した 後の セ ル ロ ース 含 有残渣を原料 と し、効率的に 乳酸 を発酵生 産

す る方法 に つ い て検 討を行 っ た。
【実 験方法及 び結果】 コ ーン コ ブ をL5％ 硫酸で i2且℃ 、60min の 条件で 加水分解

処理 し、ヘ ミセ ル ロ ース 成分 を抽出後の 不溶性成分 〔コ
ー

ン コ ブ 酸 加水分 解 残

渣、Com 　Cob　Residu巳s、　CCR ）を原料 と して 用い た 。　 CCR の 主 成 分 はセ ル ロ ー
ス 及 び リグ ニ ン で あ る。こ の CCR を炭素源 とす る MRS 培地 を用 い 、酵 素糖 化

と乳 酸 発 酵 を並 行 さ せ る 同 時 糖 化発 酵 〔SimuTtaneous　 Saccharification　 and

Fermentation、　SSF）に よる L一乳酸生産 につ い て 検討 した。　SSF に は 有効容量 2．OL
ジ ャ

ー
フ ァ メ ン タを用 い 、CCR に対 し糖化酵 素 と して メ イ セ ラ

ーゼ 〔明 治製 菓

株式 会社）を50FPU／g−CCR となるように添加 し、同時に ホ モ 乳酸 菌Lactococcus

lactisを植菌 して 30℃、　 pH6 ．O、200rpm の 条件で SSF を行 っ た。そ の結 果 、　CCR
乾燥 重量ベ ース で 収率約 6D％ で の L一乳 酸生 産が 可 能で あ っ た 。次 に乳 酸 生産の

高濃 度化を 目指 し、CCR を逐次添加す る SSF を 行 っ た と こ ろ 、収率 を い じ し つ

つ CCRIOOg ！Lか ら約 4＆7g！L の L一乳酸生 産が 達成 さ れ た 。現 在 s　CCR 逐 次添 加

量を増加 させ．L一乳酸生 産の 更なる 高濃度化に つ い て 検討中 で あ る 。

【目的 】
農産廃棄物で あ るコ

ー
ン コ ブ （ス イート コ ーンの 穂 軸） には 、セ ル ロ

ー
ス 、ヘ

ミセ ル ロ ース が 豊 富 に 含 まれ て お り、バ イオ プ ロ セ ス に よる 有効活用が 期待さ

れ て い る 。本研究で は 、コ ーン コ ブ の 酸加水分解及び酵素糖化に よ り得 られ る

グ ル コ ース 及 び キ シ ロ
ー

ス 含 有加水 分解 液 を用 い 、酵 母 Xanthophy 〃omyces

dentirerhous に よ るア ス タキ サ ン チ ン 生産 に つ い て検討 した 。
【実 験 方法及 び結果］

コ
ー

ン コ ブ 10Dg 乢 を 1．S°1。　an酸に よ り、121℃、60　min の 条件 で 加水分 解処理 し、
pH5 に 調整後、メ イセ ラ

ーゼ （明治 製菓株式会社 ） を 0．5％ 添 加 し酵 素糖化 を

行 っ た。糖化後 ろ液に 粉 末活 性 炭 素 白鷺M （日本 エ ン バ イロ ケ ミ カ ル ズ）を3％

添 加 し発酵阻 害物質 を除去 し、コ
ー

ン コ ブ加水分解液と した。この 加水分解液

の グ ル コ
ー

ス 及 び キ シ ロ
ース濃度、A2so はそれぞれ、309／L ，25gtL、2，7で あ っ

た。こ の 加 水分 解液 に窒 素源 を加 え培 地 と し．種々 の 糖代謝能を持つ 酵母

XanrhOphコVomyees 　dendro厂hous 〔NBRC 　10且92） を用い て 、5L 容 ジ ャ
ー

フ ァ
ーメ

ン タ に よ り、温度25 ℃、pH5 ．0、通気量 2．Svvm 、溶 存酸素 濃度 5．OrngtL以上 の 条

件 で 回分 培 養 を 行 っ た。そ の 結果、最初グ ル コ
ー

ス が 優 先的に消 費 され 、グ ル

コ ース 枯 渇後 キシ ロ
ー

ス が 資化 され た。培 養 中
一

次的 に キ シ リ ト
ー

ル が蓄積 し

たが そ の 後キ シ リ ト
ー

ル は消 費 された。菌体増殖 は速 やか で増殖 に伴 い ア ス タ

キ サ ン チ ン も蓄積 し、最終的 に菌体濃度 31．69／L．ア ス タ キサ ン チ ン 濃度4．5mgl
L が 得ら れ た 。こ れ らの 結果 、キ シ ロ

ー
ス 及び グル コ ース を含有す る 加水分解

液を用い 、Xdendeorhous　E・［ よる ア ス タキ サ ン チ ン 生産が十分可能な こ とが 明 ら

か とな っ た。
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　OHiroya　TAKAMURA ，　Kiyoshi 　TADA ，　Tohru　KANNNOJun −ichi　HORIuTHI
　〔Kitarnilnst　Technol．）

Microbial　pmoduction　of 　astaxanthin 　from　corncob 　hydrolysate　contain ・
ing　glucose　and 　xylose

　OKazuki　MATSUT ，　Kiyoshi　TADA ，　Tohru　KANNNO ．　Jun−ichl　HORIU 丁HI

　〔Ki亡ami 　lnst．　Technol．）

Key 　words 　Biorefinery．　Simuttaneous　Saccharification　and 　Fermentation （SSF）．　com
cob ，　L−lactic　acid

Key 　words 　Com 　cobs ，　Astaxan 山in，　Xan出ophytlomyces 　dendrorhous

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


